
数学Ⅲ 速度と加速度 ① 課題 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
そ く ど か そ く ど か だい

１．地上 x0 mから , 初速度 v0 m／s で鉛直 方向へボールを
ちじょう し ょ そ く ど えんちょくほうこう

投げ上げる。重力加速度 gを用いて , t 秒後のボールの
な あ じゅうりょくかそくど もち びょうご

1
高さは x ＝ v0 t－ g t2 ＋ x0 で与えられる。
たか あた

2
ボールの速度 v m／s , 加速度 α m／s2 を求めよ。

そ く ど か そ く ど もと

例題 2 秒後の速度と加速度を求めよ。
れい だい びょうご そく ど か そく ど もと

d 1
v( t )＝ ( v0 t － g t2 ＋ x0 )＝ v0－ g tdt 2

d
α( t )＝ ( v0 － g t ) ＝－ gdt

2 秒後の速度は v( 2 )＝ v0－ 2 g (m／s)
びょうご そ く ど

2 秒後の加速度は α( 2 )＝ － g (m／s2)
びょうご か そ く ど

問題 4 秒後の速度と加速度を求めよ。
もんだい びょうご そく ど か そく ど もと

２．時刻 t における点 P の座標( x, y )が次の式で与えられ
じ こ く てん ざひょう つぎ しき あた

ているとき，t ＝ 2 におけるの Pの速さ , 加速度の
はや か そく ど

大きさを求めよ。
おお もと

時刻 t における Pの速度を v , 加速度を α とする。
じ こ く そ く ど か そ く ど

例題 x ＝ 3 t＋ 1 , y ＝ t2－ 1
れい だい

dx dy
v の x成分は ＝ 3 , y成分は ＝ 2 t

せいぶん せいぶん

dt dt

よって， t＝ 2 のとき， v ＝( 2 , 4 )

P の速さ v ＝Ö32 ＋ 42 ＝Ö25 ＝ 5
はや

d2x d2y
αの x 成分は ＝ 0 , y成分は ＝ 2

せいぶん せいぶん

dt2 dt2

よって， t＝ 2 のとき， α ＝( 0 , 2 )

P の加速度 α ＝Ö02 ＋ 22 ＝Ö4 ＝ 2
か そ く ど

問題 x ＝ 4 t＋ 1 , y ＝ t2－ t
もんだい

３．時刻 t における点 Pの座標( x, y )が次の式で与えられ
じ こ く てん ざひょう つぎ しき あた

ているとき， t＝ 2 におけるの Pの速さ , 加速度の
はや か そく ど

大きさを求めよ。
おお もと

例題 x ＝ 3 cos π t , y ＝ 3 sin π t
れい だい

時刻 t における Pの速度を v , 加速度を α とする。
じ こ く そ く ど か そ く ど

dxv の x 成分は ＝－3 π sin π t
せいぶん

dt

dy
y 成分は ＝ 3 π cos π t
せいぶん

dt

よって， t＝ 2 のとき， v ＝( 0 , 3π )

Pの速さ v ＝Ö02 ＋ (3π )2 ＝ 3π
はや

d2x
αの x成分は ＝－3 π2 cos π t

せいぶん

dt2

d2xy成分は ＝－3 π2 sin π t
せいぶん

dt2

よって， t＝ 2 のとき， α ＝ ( －3 π2 , 0 )

Pの加速度 α ＝Ö(－3π2)2 ＋ 02 ＝ 3 π2
か そ く ど

問題 x ＝ 4 cos π t , y ＝ 4 sin π t
もんだい



数学Ⅲ 速度と加速度 ② 課題 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
そ く ど か そ く ど か だい

１．地上 x0 mから , 初速度 v0 m／s で鉛直 方向へボールを
ちじょう し ょ そ く ど えんちょくほうこう

投げ上げる。重力加速度 gを用いて , t 秒後のボールの
な あ じゅうりょくかそくど もち びょうご

1
高さは x ＝ v0 t－ g t2 ＋ x0 で与えられる。
たか あた

2
ボールの速度 v m／s , 加速度 α m／s2 を求めよ。

そ く ど か そ く ど もと

例題 4 秒後の速度と加速度を求めよ。
れい だい びょうご そく ど か そく ど もと

d 1
v( t )＝ ( v0 t － g t2 ＋ x0 )＝ v0－ g tdt 2

d
α( t )＝ ( v0 － g t ) ＝－ gdt

4 秒後の速度は v( 4 )＝ v0－ 4 g (m／s)
びょうご そ く ど

4 秒後の加速度は α( 4 )＝ － g (m／s2)
びょうご か そ く ど

問題 6 秒後の速度と加速度を求めよ。
もんだい びょうご そく ど か そく ど もと

２．時刻 t における点 P の座標( x, y )が次の式で与えられ
じ こ く てん ざひょう つぎ しき あた

ているとき，t ＝ 1 におけるの Pの速さ , 加速度の
はや か そく ど

大きさを求めよ。
おお もと

時刻 t における Pの速度を v , 加速度を α とする。
じ こ く そ く ど か そ く ど

例題 x ＝ t2＋ 1 , y＝－ t2－ t ＋ 1
れい だい

dx dy
v の x成分は ＝ 2 t, y 成分は ＝－2 t－ 1

せいぶん せいぶん

dt dt

よって， t＝ 1 のとき， v ＝( 2 , －3 )

P の速さ v ＝Ö22 ＋ (－3)2 ＝Ö13
はや

d2x d2y
αの x 成分は ＝ 2 , y成分は ＝－2

せいぶん せいぶん

dt2 dt2

よって， t＝ 1 のとき， α ＝( 2 , －2 )

P の加速度 α ＝Ö22 ＋ (－2)2 ＝Ö8 ＝ 2Ö2
か そ く ど

問題 x ＝ t2－ 2 t , y ＝ t2＋ 1
もんだい

３．時刻 t における点 Pの座標( x, y )が次の式で与えられ
じ こ く てん ざひょう つぎ しき あた

1
ているとき， t＝ におけるの Pの速さ , 加速度の

はや か そく ど

2
大きさを求めよ。
おお もと

例題 x ＝ 4 cos π t , y ＝ sin 2 π t
れい だい

時刻 t における Pの速度を v , 加速度を α とする。
じ こ く そ く ど か そ く ど

dxv の x 成分は ＝－4π sin π t
せいぶん

dt

dy
y 成分は ＝ 2π cos 2π t
せいぶん

dt

1
よって， t＝ のとき , v ＝ ( －4π , －2π )2

Pの速さ v ＝Ö(－4π )2 ＋ (－2π )2 ＝ 2Ö5 π
はや

d2x
αの x成分は ＝－4 π2 cos π t

せいぶん

dt2

d2yy成分は ＝－4 π2 sin 2π t
せいぶん

dt2

よって， t＝ 1
のとき , α ＝ ( 0 , －4π2)2

Pの加速度
か そ く ど

α ＝Ö02 ＋ (－4π2)2 ＝ 4 π2

問題 x ＝π t－ sin π t , y ＝ 1 － cos π t
もんだい



数学Ⅲ 速度と加速度 ③ 課題 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
そ く ど か そ く ど か だい

１．地面に垂 直な壁に棒を立てかけ，棒の下端を水平方向
じ め ん すいちょく かべ ぼう た ぼう か た ん すいへいほうこう

に引っ張った。棒の上 端の速度を 求 めよ。
ひ ぱ ぼう じょうたん そ く ど もとむ

例題 地面に垂 直な壁に長さ 5 mの棒を立てかけ，
れい だい じ め ん すいちょく かべ なが ぼう た

下端を速さ 0.2 m／s で水平方向に引っ張った。
か た ん はや すいへいほうこう ひ ぱ

棒の下端が壁から 3 mのときの上 端の速度を
ぼう か た ん かべ じょうたん そ く ど

求めよ。
もと

棒の上 端を( 0 , y ) , y
ぼう じょうたん

棒の下端を ( x , 0 )とする。
ぼう か た ん

o x
三平方の定理より
さんへいほう て い り

x2＋ y2 ＝ 52 ･･･①

x ＝ 3 のとき，32＋ y2 ＝ 52 より y＝ 4

x , y は時刻 tの関数であるから , ①を tで微分して
じ こ く かんすう び ぶ ん

dx dy
2 x ＋ 2 y ＝ 0 ,dt dt

dy x dx
＝－

dt y dt

dx
＝ 0.2 , x ＝ 3 , y ＝ 4 を代 入して

だいにゅう

dt

dy 3
＝－ × 0.2 ＝－0.15 (m／s)

dt 4

問題 地面に垂 直な壁に長さ 10 mの棒を立てかけ，
もんだい じ め ん すいちょく かべ なが ぼう た

下端を速さ 0.3 m／s で水平方向に引っ張った。
か た ん はや すいへいほうこう ひ ぱ

棒の下端が壁から 6 mのときの上 端の速度を
ぼう か た ん かべ じょうたん そ く ど

求めよ。
もと

２．座標底面上を運動する点 P の時刻 t における速さ v の
ざひょうていめんじょう うんどう てん じ こ く はや

最大値と最小値を求めよ。
さ い だ い ち さいしょうち もと

例題 x ＝ 4 cos t , y ＝ sin 2 t , 0 ≦ t ≦ 2 π
れい だい

dx dy
＝－4 sin t , ＝ 2 cos 2 t

dt dt

dx ( dy( )2
＋ )2

＝ ( －4 sin t )2
＋ ( 2 cos 2 t )2

dt dt

＝ 16 sin2 t ＋ 4 ( 2 cos2 t － 1 )2

＝ 16 ( 1 － cos2 t )＋ 16 cos4 t－ 16 cos2 t ＋ 4

＝ 16 cos4 t － 32 cos2 t＋ 20 ＝ 16 ( cos2 t － 1 )2
＋ 4

dx ( dy( )2
＋ )2

の最大値と最小値は
さ い だ い ち さいしょうち

dt dt

0≦ cos2 t ≦ 1 であるから

π 3π
最大値 20, cos2 t ＝ 0 , t ＝ ,
さ い だ い ち

2 2

最小値 4 , cos2 t ＝ 1 , t ＝ 0 , π , 2π
さいしょうち

dx ( dy
v＝ Ö ( )2

＋ )2
の最大値と最小値は

さ い だ い ち さいしょうち

dt dt

π 3π
最大値 Ö20 ＝ 2Ö5 , t ＝ ,
さ い だ い ち

2 2
最小値 Ö4 ＝ 2 , t ＝ 0 , π , 2π
さいしょうち

問題 x ＝ 4 sin t , y ＝ sin 2 t , 0 ≦ t ≦ 2 π
もんだい


